
　請願者である協議会については、
議会において請願が採択されたこ
とから、市では協議会の経緯など
の確認を行うことは考えていない。
しかしながら、今後も路線バスの
運行予定事業者のみならず、必要
に応じて協議会からの聞き取りも
行っていく。

遠藤　誠 議員
（WAKABA）

教育支援センター

　あるリポートのジェンダーギャッ
プ順位では、日本は146か国中、
１１６位である。伝統と称してこの
ことを肯定しかねない状況である。
暴力や性差別的な言動につながり
やすい「有害な男らしさ」を視点
に一歩前に踏み出す政策を期待す
るがいかがか。

　社会全体として少しづつ性別役
割意識に変化の兆しが出ている。
そのような中、女性のみならず、
男性の生きづらさという視点も持
ち合わせ、現状や課題を明確に捉
えた上で、男女共同参画プランに
基づき時代に即した施策を展開で
きるよう努める。

問 有害な男らしさ 答 時代に即した施策を
展開する

　教育支援センターが条例設置に
変わり、６月議会では目的が「学
校へ戻る」から「自立」に変わっ
た。センターの責任者が教員のOB
で生徒たちが行きやすくなってい
るのか。単に条文が変わっただけ
でなく、教員の意識は変わったの
か。

　条例の改正については全職員で
共有している。今後も利用する児
童生徒一人一人の状況に合わせて、
利用時間や活動内容を柔軟に調整
するなどの工夫を重ねることによ
り、児童生徒が自らの進路を主体
的に捉えて社会的自立を目指して
いくよう支援を継続していく。

　がん患者のアピアランス（外見）
ケアは、社会参加や就労、生活の
質を守るために大切なことである。
相談センターなどの周知をしては。
また、ウイッグや乳房補正具・眉
毛シールなどの購入は高額になる
場合がある。寄り添う支援のため
に助成をしてはどうか。

　相談センターなどの案内を含め
てアピアランスケアについて公式
ホームページに掲載した。今後も
適宜周知をしていく。また、ウイッ
グなどの購入に対する助成につい
ては現在のところ行っていないが、
心理的負担を軽減することは重要
であると考えている。

問 アピアランス（外見）
ケアの支援は 答 アピアランスケアの

周知をしていく

　避難所運営職員は、地域と日頃
から顔が見える関係を持つべきで
ある。どのように、取り組むか。
また、夏の猛暑では児童生徒と避
難者の命を守るために、避難所と
なる学校体育館にエアコン設置が
喫緊の課題ではないか。真剣に検
討し、実現すべきではないか。

　地域の自主防災組織と避難所運
営職員が訓練を通じて相互理解を
図るなど、災害時の避難所の早期
開設と安定運営への取組を推進し
ていく。また、学校体育館へのエ
アコン設置は、教育上の安全や避
難所としての必要性を考慮し、施
設の改修に併せて検討していく。 危険の多い交差点

菱沼あゆ美 議員
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問 防災の更なる強化を 答 避難所の安定運営の為の
取組を推進する

　65歳以上の人口がピークを迎え
ると推測される2040年。現在の半
数の公務員で業務をこなす必要が
あるといった話もある。働き手の
減少をカバーするためにデジタル
化は必須である。持続可能な白岡
市の実現のためにデジタル化の現
状と課題について伺う。

　職員の事務作業の軽減やペーパー
レスの推進を目的として、電子決
裁、文書管理等のシステム化を検
討している。ＡＩ等の活用は、他
自治体で様々な取組の導入実績が
あるので、それらを参考に検討し
たい。ＤＸの推進には、知識、人
材、予算等多くの課題がある。

問 行政のDX（デジタル
活用）について 答 しっかりとした体制を

構築し取り組む

　広報しらおかやＳＮＳなどを利
用した行政情報の発信の改善と公
式ＬＩＮＥの運用を求める。また、
スマホが活用できる市民を増やす
ために、市民アドバイザーの養成
を。さらに市外へ魅力を発信する
目的を明確にし、ＰＲ手法を用い
たシティセールスを提案する。

　広報紙改善のための市民ニーズ
の把握やツイッターによる情報発
信の改善、５年１月末を目途に公
式ＬＩＮＥの導入に取り組む。ま
た、デジタル活用推進のため、公
民館講座等の多様な学習機会の提
供に努め、市の認知度向上のため
のＰＲ手法を調査研究する。

問 目的を明確にした
情報発信と活用を 答 情報発信力と市の

認知度の向上に努める

　当事業は県の実践研究として昨
年度は４校10部活動で実施し、５
年度以降に全部活動を移行の予定
である。県内他市より先んじて教
員の働き方改革の成果を得るとと
もに、生徒の目標達成に寄り添い、
チームワークを重要視した指導が
必要だがいかがか。

　地域部活動への移行による教員
の働き方改革を推進しつつ、生徒
たちが思い描く自分やチームの実
現に向け、指導者の研修を実施し
ていく。また、指導者が生徒への
アプローチや支援を続けていくこ
とで、チームワークの向上が図ら
れるよう事業を推進していく。

問 地域部活動推進事業に
ついて 答 生徒の成長を目指して

事業を推進する

　通学路及び生活道路とも、路側
帯やグリーンベルトが、劣化や工
事跡により効果を発揮していない
が、今後の補修計画はあるか。ま
た、信号機がない交差点は路面に
白文字の「止まれ」が大部分だが、
標識と同じ赤地に「止まれ」に改
良して注意喚起を図れないか。

　劣化した路面標示の補修は、市
内小・中学校の通学路調査の結果
や行政区からの要望などを基に、
通学路を優先して実施している。
「止まれ」の路面標示は、行政区
長等の要望に基づき、特に対応が
必要と思われる箇所の下地を赤く
する改修を実施していく。

問 通学路及び生活道路の
安全対策について 答 通学路を優先して補修等

を実施している

問 学校のにおい 答 将来の社会的自立のため
工夫を重ねる
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